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I 目 的

抽出ホルモン済を使用してのドジョウの人工採卵と、箱飼い池飼育による親魚、の勢茨試験を行い

養殖技術の確立化を計る。

E 試験方法

抽出丹、ルモン十てはゴナトロビン・プベローゲンを使用、養成試験は箱飼いと池中養成を行ったo

E 試験内容

(1 )試験場所

本場・黒石養魚場

(2) 試験期間

昭和 41年 4月、 11月

(3) 試験項白

(ィ1人工採卵

(ロ) 箱飼い試験

←斗池中養成試験

N 試験結果

(ィ)人工採卵

第 1 表

人工採卵結果

採卵可否!採卵率ホル モン 名 I~全長 ι初
注 射 単 位 |

1 4.7 

1 3. 2 

3 0 I 1 3. 2 

体重 F 注射月 日
時間・水温

1~1 
1 4.0 I 8月 24日

13.0 i 17時日 日分

1 3. 0 I 2 1. 8 'c 1 2. 7 
、，

コ
1 3.0 1 5.0 

採卵月日
時間水温

8 . 2 5 

日 9.0 0 

2 1. 6'C 
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ホルモン名位 全長 cm体重 g -注射月日日
採卵・月水温日 採卵可否

注射単 時間・水温 時間

1 4.2 1 6. 0 

1 3. 2 1 6. 0 8 Jt 2 4日 8月 25日

8 0 1 3. 5 1 5.日 1 7.時日 0分 日9. 。。
1 2.5 1 2. 0 21.8'C 21.6'C 

ト
1 2. 5 1 2. 0 

1 3: 3 1 4.5 

ロ 1 2.8 1 2. 0 8・26 8・27 

100 1 4.6 1 4. 0 1 7. 。。 1 7. 。。
1 2.・8 1 2. 6 21.9'(; 21.5'C 

ピ
t 3. 1 1 4. 0 

1 2. 7 1 3. 2 

γ 1 4.3 1 6. 0 8 ・26 8・27 

1 5 0 1 2. 9 1 4.0 1 7. 。。 0-9. 。。
t 3. 4 1 5. 0 21.9'C 

1 3. 0 1 4. 0 

1 2. 6 1 3.0 
プ
4、.、 1 3.8 1 5. 8 8 • 2 6 8・27 

ロ
1 3. 6 1 5. 7 1 0 0 

tス 801i20900G 

ゲ 1 3. 6 1 5. 2 2 1. 9 'c I 2 1. 5 'c 
':/ 

1 2.9 1 5.0 

抽出しホルモン斉IJvrより採卵を行い第 1表のよう念結果を得た。

Cj) ゴナトロビンを平 1尾につき 80単位以上d:射すれば採卵可能に念るO

Cii) 使用する早は腹部が柔〈透通ってhるものを用いる必要がある。
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Oi!) 合は平に較べて少数念のであらかじめ必要数を確保してな〈 ζとが望ましいo

(l'IH箱飼い池養成試験
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採卵率
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5 ~-第 1 図
ドジョワの生長(平均全長)
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第 1図Uて示すよう陀箱飼凶による養成がえ構成より良い傾向がみられたo またとの試験から

(i 1 生長する陀つれて死亡;;fiJ;減少する。

( jjl 生長産についても小型ドジョゥの方がよ〈、大事〈左るにつれて伸びが悪〈在るo

f 考察会よび今後の課題

人工採卵による種苗の生産と商品化出来る親魚、の養成の各々について技術的な困難は左いと思わ

れるが、 ドジョゥは逃亡性が大きいので施設コ造成比際Lては在意が必要である。

今後(4 2年)は採卵から養成までの一貫した試験を行う予定である。
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